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「西淀川の公害」授業を小学校で行っています　
　今年度は、西淀川区14校の内7つの小学校で「西淀川の
公害」の授業が実現できました。五年生の社会科教科書に
は単元名「公害からくらしを守るために」があります。そこで
は四大公害の名前が紹介されていますが、公害で苦しんだ

人々の思いや、公害を
なくすために立ち上
がった人々の努力など
は触れられていませ
ん。私は自分の授業で
は4つのことに留意し
て実践しています。

①授業の導入は教科書単元との関連を明確にする。
②あおぞら財団が作成した「公害パネル」で「40年前の西                                          
淀川の空気の汚れ」を提示する。
③ビデオ「手渡したいのは青い空」を見る。
④「ビデオを見て考えたこと」という題で感想文を書く。

ビデオを見て「へ～え、あ
～そう。」だけで終わりに
しないで何らかの考えを
持ってほしいという思い
があるわけです。また3つ
の学校では公害病患者
さんの「語り部」の授業が
実現しました。
   4年生の児童の感想の一部を紹介します。　
ぜん息の私は黒い空ではなく、青い空でくらしたいのででき
ることはやりたいと思います。「私たちにできること」は今日聞
いた話をまわりの人に伝え、西淀川に被害がでないように考
えて行動することをふまえてくらすことです。公害のことをもっ
と知ってそれを守って行きたいです。
　この経験から、来年度は西淀川区内のすべての小学校で
授業が実現できる手応えを感じています。この授業を通じ
て子どもたちが、環境の問題を考えるきっかけになってく
れることを願っています。
                                                                 （天野憲一郎）　

   2014年2月20日(木)～21日（金）にかけて東京学芸
大学の原子栄一郎ゼミで西淀川公害フィールドワーク
が行われました。環境学習について勉強している大学
生と大院生合わせて11人が参加しました。
  20日は元神戸製鉄所社員で、あおぞら財団の監事で
もある山岸公夫さんのお話を聞きました。法律や裁判
の詳しい話も聞かせてもらえましたが、企業側から見
た公害は学生の想像と違っており、中には会社として
の立場の考え方をうまく受け止められない学生も見ら
れました。21日は千北診療所で公害病認定2級の、酒
井美代子さんにお話を聞きました。診察の前に、病気
になった当時、どのような生活環境だったかなどの話

を聞きました。酒井さん
は1966年に認定されて
おり、現在も吸入や点滴
をしに毎日病院へと来
ているそうです。薬の副
作用もあり、今も息苦し
くて階段がつらいそうで
す。学生は時折メモを取

りながらも真剣な表情で酒井さんの話を聞いていまし
た。「大気汚染がひどかった当時、地域の方でも体調が
悪かった人はいましたか？」という質問には、酒井さん
よりも年上の方に症状が出ている人が多く、酒井さん
は患者の中では若い方だったという話をされていまし
た。最後に酒井さんの「西淀川に住んでいて良かった」
という言葉に学生もつられる様に笑顔を浮かべていま
した。
 フィールドワークで
は、色々な立場から公
害を見るため、学生
は自分達が考えてい
た公害とはまた違う
姿があることを学び、
うまく言葉に出来ない様子でした。多くの方から話を
聞いて思った事や考えた事は、これからの社会生活で
役立ってくれると思います。                 （松ヶ平あかね）


